
■ホンパネルはノンフロン断熱材です！

【断熱材の正しい選び方】

①熱伝導率の小さい材料を選ぶ。

②耐水性の優れた材料、吸水性の小さな材料を選ぶ。（熱伝導率が劣化する）

③長時間使用しても性能が低下しない耐久性のある材料を選ぶ。

④丈夫で優れた構造強度を持つ材料を選ぶ。

⑤加工性に優れ、施工が容易な材料を選ぶ。

⑥ノンフロン断熱材を選ぶ。

各種建材用断熱材の内、発泡プラスチック系
断熱材には、これまでフロンガス(CFC,HCFC)が
発泡剤として使用されてきました。しかし、断熱
材のライフサイクル（製造時、使用時、廃棄時）に
おいて断熱材から放散されるフロンガスがオゾン
層破壊や地球温暖化に対して大きな影響を与
えるため、条約や法律等に基づいてその使用が
規制されています。グリーン購入法・特定調達品
目（公共工事）の判断基準では、代替フロンであ
るHFCの使用が規制されており、建設業３団体で
は、ノンフロン断熱材の使用促進を掲げて、促進
活動を行っています。
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発砲プラスチック系断熱材の成型品ではノンフロン化が
進んでおり、特に押出法ポリスチレンフォーム（ホンパネ
ル）では２００５年度にノンフロン化率１００％が達成されて、
現在全てノンフロン製品となっています。
しかし、近年、多く使用されつつある硬質ウレタンフォー
ムについてはノンフロン製品の割合が１／３と低く、現場発
泡で吹付け施工されたもののうち、ノンフロン製品が用い
られたのはわずか５％程度（2004年実績）の状況である
ため、ノンフロン化の促進とノンフロン製品の採用促進が
求められています。

１０月１日より感謝セールスタート！ １０％ＯＦＦ

株式会社グッドライトホンシュウ
お問い合わせ先：大阪本社 ＴＥＬ０６－６７６３－１２２１ 東京店 ＴＥＬ０３－３２５９－７８２５

「ホンパネル」は(株)グッドライトホンシュウの商標です。
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